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はじめに 

 熊本県教育委員会では、「くまもと家庭教育支援条例第１３条」に

基づき、中学生、高校生の「じりつ」（自律・自立）を促し、将来大

人になることについて学ぶ「くまもと『親の学び』次世代編プログラ

ム」（以下、次世代編プログラムという。）の推進に取り組んでいます。 

 令和 7年度（２０２5年度）は、県内の中学校１3校を実践協力

校に指定させていただき、次世代編プログラムの効果的な活用につ

いて、実践を重ねてきました。 

 この１3校の実践を取りまとめましたので、各学校におかれまし

ては、次世代編プログラムの今後の積極的な活用に役立てていただ

きますよう、お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★くまもと「親の学び」プログラムについて★ 
 くまもと「親の学び」プログラムとは、保護者や生徒を対象に
した参加体験型コミュニケーション講座を進行するためのプログ
ラムです。 
 生徒向け「親の学び」プログラム（次世代編）は、まもなく大
人になる高校生や中学生が、「大人になったとき」「親になったと
き」に必要な『自立』と『コミュニケーション』をメインテーマ
にしたプログラムになっています。 
また、保護者向け「親の学び」プログラムは、子供の発達段階

に応じた「乳幼児期編」「小学生期編」「中高生期編」があり、テ
ーマをもとに考えを出し合うことを通して、保護者が子育てにつ
いて前向きな気持ちをもち、子育てのヒントを得ることができる
プログラムになっています。 
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令和７年度（202５年度） 

「親の学び」次世代編実践協力校 実施一覧  

地区 実践協力校 実施日 講座実施者 

宇城 宇城市立小川中学校 ３月１９日(木) 
・宇城教育事務所 

佐田 宏士 社会教育主事 

玉名 玉名市立有明中学校 ７月１７日(木) 
・玉名教育事務所 

大丸 廣幸 社会教育主事 

菊池 

菊池市立旭志中学校 1１月２０日(木) 
・菊池教育事務所 

松永 武 社会教育主事 

菊池市立泗水中学校 ２月９日(月) 
・菊池教育事務所 

松永 武 社会教育主事 

合志市立合志楓の森中学校 １１月７日(金) 
・菊池教育事務所 

松永 武 社会教育主事 

合志市立西合志中学校 ７月４日（金） 
・菊池教育事務所 

松永 武 社会教育主事 

阿蘇 阿蘇市立阿蘇中学校 １０月３日(金) 
・阿蘇教育事務所 

 内野 龍一 社会教育主事 

上益城 甲佐町立甲佐中学校 ９月１６日(火) 
・上益城教育事務所 

 田上 清之 社会教育主事 

八代 八代市立第七中学校 ７月１１日(金) 
・八代教育事務所 

 俣嶋 孝宏 社会教育主事 

芦北 水俣市立緑東中学校 １２月１６日(火) 
・水俣市立緑東中学校 

 山田 幸穂 教諭 

球磨 相良村立相良中学校 ７月1１日(金) 
・球磨教育事務所 

 有村 重幸 社会教育主事 

天草 上天草市立竜ヶ岳中学校 7月1６日(水) 
・天草教育事務所 

 緒方 大将 社会教育主事 

山鹿 山鹿市立山鹿中学校 1１月１2日(水) 
・県社会教育課 

坂口 祥一郎 社会教育主事 
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「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～宇城市立小川中学校での実践～ 

【講座のテーマ】  
夢の実現のために今の自分に大切なことを考えよう 

「自転車の乗り方・安全について考えよう」 

【講座の説明】 

 講座序盤では、生徒同士が自分の思いを伝えることを通

してつながりをつくることを目的としてさいころトークを

実施した。後半は、生徒が将来について考えるとともに、自

らの目標に向かって主体的に行動できるように、「仕事をす

るときに必要な力」「自分色の未来を創るための行動目標」

について話し合った。 

【生徒の感想】 
・いっしょのグループの人の知らない一面を知ることがで
きました。１年間過ごしてきたのに知らなかったことも
ありとてもおもしろかったです。 

・大人になることに実感がなくて、まだ遠い話だと思って
いたけど、どんな大人になりたいか考えるのは大切だと
思いました。 

・これからの生活に不安があったけど、どんな大人になり
たいか考えたので、楽しみの方が大きくなりました。 

・将来の夢はまだないけど、こういう大人になりたいとい
う理想はあるので、その理想を叶えるために「論理性」
「誠実性」「責任感」を意識して行動していきたいです。 

・仕事をするときに大切だと思う力については、同じ意見
の人もいたけど、理由がそれぞれ違っておもしろかった
です。 

・将来の夢である病院関係の仕事に就くために責任感をも
てるようにしたいです。そのためには、学校で、係の仕
事など責任感をもって頑張りたいです。 

 

【プログラムの実際】 
１ 「親の学び」次世代編について 
 ・本日のねらいの確認 
２ アイスブレイク 
３ 「つなぐ」プログラム 
 ・さいころトーク 
４ 「描こう♪自分色の未来」プログラム 
 ・将来必要な力について考える 
 ・行動目標を決める 
５ まとめ 

【講座の日程等】 
実施日：令和８年（２０２６年）３月１９日（木） 
場 所：宇城市立小川中学校 
日 程：４校時（１１：３５～１２：２５） 
対 象：第１学年 １１７名 
進行役：宇城教育事務所 社会教育主事 佐田 宏士 

「つなぐ」プログラムの様子 

将来必要な力について選択中 

自分の目標を全体で共有 
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「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～玉名市立有明中学校での実践～ 

【講座のテーマ】  

未来の自分のために、今できることを考えよう。 

「自転車の乗り方・安全について考えよう」 

【講座の説明】 

今回の「親の学び」次世代編のねらいは、生徒たちが数年後

に仕事をするうえで、身に付けておくべき資質・能力等につい

て皆で考えることとした。生徒それぞれが自分の夢の実現に向

けて、社会で求められている資質・能力について意見交換する

ことで、友達の多様な考えにふれたり、自分のこれまでの生活

を見つめ直したりしていた。 

夢を実現した未来の自分のために、今の自分にできることに

ついて目標シートに書き、今後は教室に掲示される。 

将来の夢や目標に向け進路決定や、自分の能力を伸ばしていく

時期にある２年生に、キャリア教育の観点で「親の学び」講座

を実施した。 

【生徒の感想】 
〇社会に出て求められる力を知ることができた。今の自分にで
きること、夢を実現させるために何ができるか考えることが
できて良かった。 

○講座で自分のこれからを考えるとき「自分は無理だろうな」
と諦める必要はなく、「可能性は無限大」と気づけた。 

○最初のアイスブレイクのとき、将来のこととか考えられて楽
しかった。働くときに大切な力が主体性と知れて良かった。 

○みんなで絆を深めることができた。 

【学校職員の感想】 

○生徒たちが楽しく活動できている姿が印象的で、生徒たちに
とって将来大切なことについて活動を通して学ぶことができ
たと思う。 

 

【プログラムの実際】 
１ 「親の学び」次世代編の説明 
２ アイスブレイク 
（１）幸せじゃんけん 
（２）アドジャントーク（身近なことについてグループトーク） 
３ メインプログラム 
（１）ワークコンピテンスシートの作成 
   将来、職場で仕事をするうえで求められている資質・能力

を個人で考えた後、グループで意見交換し学級全体で共
有し合う。 

（２）努力目標を目標シートに記入 
   未来の自分のために中学生の今からできることや、努力

していきたいことを目標シートに記入し発表する。 
４ まとめ 
（１）曲「正解」を聴き、努力することへの意欲をもつことがで 

きる。 

【講座の日程等】 
期 日：令和７年（２０２５年）７月１７日（木） 
場 所：玉名市立有明中学校 ２年１組教室、２年２組教室 
日 程：３・４校時（１０：４０～１２：３０） 
対 象：第２学年 ５９名 
進行役：玉名教育事務所 社会教育主事 大丸 廣幸 
     

グループでの意見交換 

仕事をするうえで大切な力を考える 

 

グループの考えを学級全体で発表 

「親の学び」次世代編の目的を理解 
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「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～菊池市立旭志中学校での実践～ 

【講座の説明】 

 講座の目標は、「正解のない時代を、自分色に輝かせる

ために、『必要となる力』について考えよう！」です。大

人になった時に、どのような力が必要なのか、班のメン

バーと協議をしていく中で、今の自分を見つめなおし、

身に付けておくべき資質・能力を考えてもらう内容とな

っています。最後は、自分の夢（目標）に向けて、取り

組む行動目標を立てるところまでが本講座の流れです。 

【生徒の感想】 
・将来、必要となる力について、じっくりと考
えることができたので未来のことに興味を
もつことができました。とても楽しいプログ
ラムだったので、また受講したいです。 

・未来の自分にとって必要となる力について考
えるいい機会になりました。社会人になるた
めに、今から行動して、必要な力を高めてい
きたいです。 

・今まで、将来のことについて悩むことがあり
ました。ですが、この授業を受けて悩みがふ
っとんだので、また受けたいと思いました。 

・自分の将来について考えることができまし
た。これから悩むこともあるかも知れないけ
ど、今回描いた未来に少しでも近づけるよう
に頑張ろうと思いました。 

・コミュニケーション能力を高めるために、大
人の人ともたくさん話をしようと思いまし
た。何か仕事を任せられることがあったら、
責任をもってやり遂げていきたいです。 

・最近、未来の自分の姿が思い描けなくて、「ど
うしよう」と思っていたけど、授業を受けて
未来が少し明るくなったように思いました。 

 

【講座の日程等】 
日にち：令和７年（２０２５年）１１月２０日（木） 
場 所：菊池市立旭志中学校 
日 程：５校時 
対 象：第２学年 
進行役：菊池教育事務所 社会教育主事 松永 武 

【先生方の感想】 
・子どもたちが、自由に自分の考えを話していた姿が
印象的でした。普段の授業でも自分の考えを話すこ
とができる展開等について考えたいと思いました。 

・旭志中学校がキャリア教育の視点を取り入れている
ため、とても参考になりました。旭志中学校全体で、
このプログラムをやっていきたいと考えています。 

・２年１組の生徒と出会ってすぐの授業で難しさがあ
ったと思いますが、子どもたちが生き生きと今の自
分、将来の自分と向き合っている姿を見ることがで
き、よかったです。 

【講座のテーマ】 
描こう♪自分色の未来 

～ 採点基準は君の心の中に ～ 

【プログラムの実際】 
１ 講座について 
  ・「親の学び」次世代編とは 
  ・今日の講座の目標の確認 
   「正解のない時代を、自分色に輝かせるため

に、『必要となる力』について考えよう！」 
２ さいころトーク 
  ・自分の将来のことを想起するお題で語り合う 
３ 描こう♪自分色の未来 
  ・将来仕事をしていくために必要だと考える力を

各自でランキングする 
  ・班で意見交換をして、班の 1位を決定する 
  ・学級全体に班の１位を発表する 
  ・夢の実現に向けてやっていくべき行動目標を決

定する 
４ まとめ 
  ・今日の学びについてまとめ、振り返る 
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「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～菊池市立泗水中学校での実践～ 

【生徒の感想】 
・コミュニケーション力がある人って、単に話
すことが上手な人だと思っていたけど、「人
と人をつなぐ力」だと教えてもらったので、
これから色んな人と関わっていきたいです。 

・先生たちも色んな役で登場してくれたので、
楽しく学べました。おうちの人にも話してみ
ようと思いました。 

・校長先生になりきって、学校便りのネタを作
るのが楽しかったです。私は代議員なので、
今日出た意見も学校生活に取り入れていき
たいと思いました。 

・「正解のない時代」というテーマで、私は今ま
で自分の考えが間違っていると思っていた
けど、「間違えていないかも」と思えるように
なったのでよかったです。これからも自分の
考えを大切にしていきたいです。 

・これからの行動目標を立てるとき、改めて自
分の中でしっかりと整理することができま
した。みんなが笑顔で過ごせるよう生活して
いきたいです。 

・親のおかげで生活ができているから、ありが
とうを言いたいと思いました。またやりたい
です。 

 

【講座の日程等】 
日にち：令和８年（２０２６年）２月９日（月） 
場 所：菊池市立泗水中学校 
日 程：３・４校時 
対 象：第１学年 
進行役：菊池教育事務所 社会教育主事 松永 武 

【先生方の感想】 
・とても楽しく参加することができ、私自身も生徒に
「未来を生き抜く力」を付けてやれるよう頑張らな
ければと思いました。今日の帰りの会でも、私の目
を見て話を聴く生徒が増えたように感じました。 

・生徒が生き生きと参加している姿を見させていただ
き、大変ありがたかったです。普段あまり意欲的で
はない生徒がたくさん記入している姿を見て、私も
キャリア教育の視点をもって授業をしていかねば
ならないと感じました。 

・生徒が笑顔で参加している姿から、学びにしっかり
向かっていると感じました。この学年の課題にも気
付くことができました。 

【講座のテーマ】 
描こう♪自分色の未来 

～ 採点基準は君の心の中に ～ 

【プログラムの実際】 
１ 講座について 
  ・「親の学び」次世代編とは 
  ・今日の講座の目標の確認 
２ 今日から君は 
  ・校長先生や地域の人の立場になって学校のこと 
   を考え、よりよい学校になるようアイデアを出 

し合う 
３ 描こう♪自分色の未来 
  ・将来仕事をしていくために必要だと考える力を

各自でランキングする 
  ・班で意見交換をして、班の 1位を決定する 
  ・学級全体に班の１位を発表する 
  ・夢の実現に向けてやっていくべき行動目標を決

定する 
４ まとめ 
  ・今日の学びについてまとめ、振り返る 

【講座の説明】 
講座の目標は、「正解のない時代を、自分色に輝かせ

るために、『必要となる力』について考えよう！」です。
大人になった時に、どのような力が必要なのか、班の
メンバーと協議をしていく中で、今の自分を見つめな
おし、身に付けておくべき資質・能力を考えてもらう
内容となっています。最後は、自分の夢（目標）に向
けて、取り組む行動目標を立てるところまでが本講座
の流れです。 
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「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～合志市立合志楓の森中学校での実践～ 

【講座の説明】 

講座の目標は、「正解のない時代を、自分色に輝かせるため

に、『必要となる力』について考えよう！」です。大人になっ

た時に、どのような力が必要なのか、班のメンバーと協議を

していく中で、今の自分を見つめなおし、身に付けておくべ

き資質・能力を考えてもらう内容となっています。最後は、

自分の夢（目標）に向けて、取り組む行動目標を立てるとこ

ろまでが本講座の流れです。 

【生徒の感想】 
・周りがどんな考えをもっているのかが分かっ
てよかったです。自分のことを考えるきっか
けになりました。 

・将来のために身に付けておいた方がいい力
（コミュニケーション・主体性）など、意識
しながら生活していこうと思いました。 

・将来、仕事をするうえで、何が大切なのか学
ぶことができました。まだ、将来やりたい仕
事は決まってないけど、少し何かやってみよ
うという道が見えてきました。 

・私は、将来の夢があるけど、そのためには勉
強だけでなく、自分の発言や生活、人との関
りなどが大切だと分かりました。まず、目標
を立てて実行していこうと思いました。 

・たくさんの人の意見を聞いて、それぞれの異
なる考えがあることが知れてよかったです。
今回の授業を受けて未来へのヒントを得る
ことができてよかったです。 

・コミュニケーション能力は、ただ話すことが
上手いだけでなく、周囲のことをよく考えて
行動できる人でもあると聞いて、確かにそう
だなと思いました。 

・自分が大人になったらどうなるのか考えるこ
とができてワクワクしました。 

 

【プログラムの実際】 
１ 講座について 
  ・「親の学び」次世代編とは 
  ・今日の講座の目標の確認 
   「正解のない時代を、自分色に輝かせるために、『必要

となる力』について考えよう！」 
２ さいころトーク 
  ・自分の将来のことを想起するお題で語り合う 
３ 描こう♪自分色の未来 
  ・将来仕事をしていくために必要だと考える力を各自で

ランキングする 
  ・班で意見交換をして、班の 1位を決定する 
  ・学級全体に班の１位を発表する 
  ・夢の実現に向けてやっていくべき行動目標を決定する 
４ まとめ 
  ・今日の学びについてまとめ、振り返る 

【講座の日程等】 
日にち：令和７年（２０２５年）１１月７日（金） 
場 所：合志市立合志楓の森中学校 
日 程：２校時～５校時 
対 象：第２学年 
進行役：菊池教育事務所 社会教育主事 松永 武 

【先生方の感想】 
・これから働くということを意識していく
うえで、技術や知識だけでなく、社会人
として必要な能力について考えることが
出来たのでよかったです。 

・未来を自分色に輝かせるために「必要と
なる力」は、どれも大切なものばかりで、
生徒も真剣に考えていました。他者の考
えも知ることができ、とても有意義な時
間でした。 

・生徒が、コミュニケーションを大切にし
たいと思っていることが分かりました。
生徒自身、自分のキャリアにもつなげて
考えていました。今後の指導に生かして
いきます。 

・自分の将来を考えるきっかけになったと
思いました。本学級の生徒が選んだ、「自
分色に輝かせるために『必要となる力』
で１番多かったのが「責任感」であった
ことが驚きました。これからの学校生活
に生かされると思います。 

 

コミュニケーション
能力

ストレス耐性 論理性

協調性 課題解決能力 責任感

誠実性 主体性 チャレンジ精神

あなたが、将来いろんな人と仕事をしていくうえで

「大切だ！！」と思う力を３つ選ぼう！ 

【講座のテーマ】 
描こう♪自分色の未来 

～ 採点基準は君の心の中に ～ 
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「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～合志市立西合志中学校での実践～ 

【講座のテーマ】 
西中未来予想図！ 

～ コミュニケーション能力を磨くための「アイデア」を出し合おう！ ～ 

【講座の説明】 

講座の目標は、「西中未来予想図！～コミュニケーション能

力を磨くための「アイデア」を出し合おう！～」です。コミ

ュニケーション能力を磨くためには、学校や家庭でどのよう

なことに心がけて過ごしていけば良いか、班のメンバーと協

議をしていく中で、今の自分を見つめなおし、身に付けてお

くべき資質・能力を考えてもらう内容となっています。 
【生徒の感想】 

・親と一緒に過ごす時間の試算を見て、とても
少なかったことに驚きました。一緒に過ごす
時間を大切にしたいです。 

・普段あまり話をしない人と話ができて、よか
ったです。 

・社会に出たときに、コミュニケーション能力
が必要とされていることが分かったので、日
頃から心がけていきたいと思いました。 

・携帯電話の使い方ルールを親と話し合って決
めることが大事だと思いました。家のルール
も見直してみようと思います。 

・友だちと似ているところやいいところが分か
ってよかったです。 

・今日考えたことを、将来、就職するときや面
接の際に、生かしていきたいと思いました。 

・「しあわせジャンケン」や「さいころトーク」
を行ったので、楽しい雰囲気で話し合うこと
ができました。 

・プログラムが進むにつれて、どんどん話が盛
り上がっていきました。友だちのことが知れ
てよかったです。 

・人前で話すことはあまり得意じゃなかったけ
ど、話しやすい雰囲気だったので、自分の意
見が言えてよかったです。 

【先生の感想】 
・多感な時期の子どもたちに自他の保護者と話
す機会を設けることができ、貴重な時間とな
りました。 

・保護者の皆さまからも好評でした。他のプロ
グラムも是非実施していただきたいです。 

 

 

【プログラムの実際】 
１ 講座について 
  ・「親の学び」次世代編とは 
  ・今日の講座の目標の確認 
   「西中未来予想図！～コミュニケーション能力を磨く

ための「アイデア」を出し合おう！～」 
２ さいころトーク 
  ・さいころを振って、出た目のお題で語り合う 
３ 西中未来予想図 
  ・コミュニケーション能力を磨くために学校や家庭でど

のようなことに心がけて過ごしていけば良いか各自で
考える 

  ・各自が考えたアイデアを、班で交流する 
  ・全体でアイデアを共有する 
４ まとめ 
  ・今日の学びについてまとめ、振り返る 

【講座の日程等】 
実施日：令和７年（２０２５年）７月４日（金） 
場 所：合志市立西合志中学校 
日 程：５校時 
対 象：第１学年 生徒・保護者 
進行役：菊池教育事務所 社会教育主事 松永 武 
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「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～阿蘇市立阿蘇中学校での実践～ 

【講座のテーマ】  

将来、必要な力は？ ～これからの自分について考えよう～ 

【講座の説明】 

 高校入試を控えた３年生が、アドジャントークで今の

自分の思いを伝えたり、友達の思いを聞いたりした。 

「将来、必要な力」について、生徒一人一人がダイヤ

モンドランキングで考え、選んだ理由等をグループで話

し合った。全体共有では、ロイロノートのアンケート機

能を活用し、阿蘇中３年生が最も大切だと思う資質・能

力について回答し選んだ理由を共有した。 

自分の将来の夢や目標（自立）に向けて、自分が頑張

りたい（続けていきたい）ことについて考え、行動目標

を設定した。 

生徒が行動目標を意識して取り組めるように、ワーク

シートに「One week challenge！」欄を設けた。 

【生徒の感想（抜粋）】 
自分の将来に向けて、必要な能力について
考えることができたのでよかった。 

・自分で将来のことなどについていろいろ考
えたり、友達の新しい一面を知れたりする
ことができてよかった。 

・自分の将来について大体しか考えてなかっ
たけれど、今日、班の友達の話を聞いて自分
の考えが深まったのでよかった。 

・将来のことについて考えることができたの
で、志望校を選ぶ時にも参考にできると思
った。 

・今の自分に足りてない力や、これから自分
が社会に出た時に必要とする力について、
深く考えることができた。 

・友達の意見を聞くことができたし、自分が
考えたことのない質問を友達がたくさんし
てくれたので、自分の考えを深めることが
できた。 

・自分に必要な力を理解することができた
し、向上させるための行動目標を考えるこ
とができた。 

 

【プログラムの実際】 
（・生徒の反応） 

１ アイスブレイク 
「ありの目 とりの目 さかなの目」 等 

２ アドジャントーク 
３ 「将来、必要な力は？」ダイヤモンドランキング 
①自分が将来働くうえで必要だと思う力を３つ選ぶ。 
②選んだ力をランキングし、その理由を考える。 
③グループで、自分の考えと理由を伝え合う。 
④グループで、「一番大切」だと思う力を決める。 
・コミュニケーション能力が一番。（人と人とのコミ
ュニケーションは挨拶からだと思う。まず挨拶をし
ていろいろな人とコミュニケーションをとること
で、いろいろな人と協力することができるから。） 

・チャレンジ精神が一番。（何事も挑戦してみないと
自分の成長にはつながらないと思うから。） 

４ これからの行動目標を立てよう 
・コミュニケーション能力を高めるために、友達や家
族、先生方と毎日話したり、相手の考えを聞いたり
する。 

・将来の夢を実現するために、毎日 1 時間、英語の
勉強を頑張る。 

５ まとめ 
ひとつひとつの学び・努力・経験の積み重ねがあな

たの未来をつくります！未来（夢・目標）に向かっ
て、一歩ずつ前に進み、成長していきましょう！ 

【講座の日程等】 
実施日：令和７年（２０２５年）１０月３日（金） 
場 所：阿蘇市立阿蘇中学校 
日 程：６校時（１５：００～１５：５０） 
対 象：第３学年（３学級）１１０名 
進行役：阿蘇教育事務所 社会教育主事 内野 龍一 

アドジャントーク 

「将来、必要な力は？」 ダイヤモンドランキング 
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「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～甲佐町立甲佐中学校での実践～ 

【講座のテーマ】  
将来の夢や目標を達成するために、今の自分を見つめなおし、 
                   自立に向けた行動目標を立てよう！ 

 
「自転車の乗り方・安全について考えよう」 

【講座の説明】 

 自分の将来について考えるために、「私の未来へ～『自立』

へ向けての第一歩～」と題したプログラム。職業的自立、身

辺的自立、社会的自立の３つの自立について自分自身を見

つめることをとおして、自分の将来（自立）に向けて、今後

の行動目標「やるべきことや気を付けること」を考える機

会とした。 

【生徒の感想】 

・僕が今日学んだことは、一言で自立と言ってもたくさんあるということです。僕はあいさつを自分から

することができていたので、続けていきたいです。学んだことを生かしてこれからも生活していきたい

と思いました。 

・自分たちに関わりが深い、身辺的自立と社会的自立の具体的な内容を知ることができました。自分がで

きていること、自分に足りないことが分かったので、日常生活で生かしていきたいと思いました。 

・自立を果たすうえで、生活習慣、整理整頓といった身の回りのことはもちろん、自分で判断する、円滑

なコミュニケーションをとるといったことも意識する必要があると感じました。 

 

【プログラムの実際】 

① 「親の学び」次世代編の説明 

② アイスブレイク 

③ プログラム１ 

 （大人になった自分をイメージするサイコロトーク） 

・生徒たちが大人を意識するような話題を設定し、気軽

になんでも話すことができるようにする。 

④ プログラム２： 

 （自立について自分自身を見つめるワーク） 

・中高生が将来就きたい職業のアンケート結果を参照し

たり、チェックシートを活用したりして、自分自身の

自立について見つめる機会とする。 

 （将来のため、今やるべきことについて意見交流） 

・グループで、社会的自立について今の自分にとって大

切だと思うことについて紹介し合い、今後の行動目標

を考える。 

⑤ まとめ 

 （活躍しているアスリートの言葉を知る） 

・大谷選手の名言等を参考にし、今日の学びを日々の生

活に生かすために、自分を高める意欲を持つ。 

【講座の日程等】 

実施日：令和７年（２０２５年）９月１６日（火） 

場 所：甲佐町立甲佐中学校 

日 程：２～４校時（９：５０～１２：４０） 

対 象：第１学年 ３学級 ８５名 

進行役：上益城教育事務所 社会教育主事 田上 清之 
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活動の様子等の写真 

「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～八代市立第七中学校での実践～ 

【講座のテーマ】  
大切のは、親子での「学び」と「関わり」  

～スマホ利用の際にトラブルに巻き込まれないために～ 

 

活動の様子等の写真 

 

 

 

 

 

 

 

活動の様子等の写真 

 

【講座の説明】 

 夏休み前の授業参観の機会に、スマホ利用を振り返る時

間となるよう、親子一緒に考える参加型の時間を多くとり

ました。ＬＩＮＥでのトラブルとなる場面や SNS の危険

性、長時間利用の弊害やスマホゲームの高額課金問題、最

近のニュースでも多くなっている闇バイトの問題も含め

て、情報提供し、トラブルに巻き込まれないための対応を

考えました。 

最後は、家庭でのルールづくりのよりよい方法を確かめ

て、トラブルに巻き込まれないためにはどうしたらよいか

を今のスマホ利用の現状を振り返った上で考えました。 

この親子教室での学びを家庭生活につなげて、生徒自身

が自分の身を守る行動を続けていってほしいと思います。 

【生徒の感想】 
〇普段使っているスマホの利用を振り返る機会になりました。ゲームをする時間を減らそうと思いました。 
〇スマホを使うときに、気をつけないといけないことが分かりました。闇バイトに誘うＤＭに気を付けないと
いけないし、親に迷惑をかけない利用の仕方をしようと思いました。 

【保護者の感想】 
〇これから子供がスマホを安全に使用していく上で、今日の講話の話題（長時間利用の弊害や闇バイトの危険
性等）を親子で一緒に知って対応を考えたのは、とても有意義だったと思います。 

〇家でのスマホ利用について、親子で一緒に考えて振り返る機会になりました。家庭でのルールづくりについ
ても親子で再確認をして、お互いに話し合ってよりよい使い方を決めていこうと思います。 

 
 
 

 

【プログラムの実際】 
１ 今日のめあてについて 
「近い将来、大人：保護者になった時に『必要となる見 
方」について考えよう。」 

２ アイスブレイク（場面をもとに考えよう） 
・スマホ利用（LINE トーク）の場面をもとに考える。 

３ スマホ依存（ネット・ゲーム・SNS 等）と生活習慣の 
乱れについて 
・トラブルの現状（①長時間利用 ②高額課金 ③闇バ 
イト）から考える。 

４ 家庭でのスマホ利用の「ルールづくり」について 
・親子で話し合って決める・具体的なルールにする 等 

５ まとめ 
・本日の内容を振り返り、日頃からの生徒・保護者 
（親）の「学び」と「関わり」の重要性を確かめる。 

【講座の日程等】 
実施日：令和７年（２０２５年）７月１１日（金） 
場 所：八代市立第七中学校 体育館 
日 程：５校時（１４：１０～１５：００） 
対 象：全学年生徒及びその保護者 
進行役：八代教育事務所 社会教育主事 俣嶋 孝宏 
参加者：生徒１１０名、保護者７０名 

親子で考える・親子で学ぶ機会に 

全体共有・まとめ 

アイスブレイク 
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「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～水俣市立緑東中学校での実践～ 

【講座のテーマ】  
人との接し方について考えよう（時と場合に応じた関わり方を知ろう） 

活動の様子等の写真 

 

活動の様子等の写真 

 

【講座の説明】 

電話のかけ方や受け方のロールプレイを通して、場や相

手に応じた接し方が必要であることを知り、主体的な生活、

豊かな人間関係を築こうとする心情を高める。 

 

【生徒や先生の感想】（一部抜粋） 
○電話をかけた相手が、今どんな状況かによって対応は変
わってくるので、自分が社会人になってから、どのよう
なシチュエーションで電話をかけるか、また相手から電
話がかかってくるという場面でも、いつでも平静にその
場にあった臨機応変な対応をしていけるよう、今回の活
動を活かしていきたい。（生徒） 

○敬語を上手に使おうとすると、考えすぎて戸惑ってしま
うので気をつけようと思った。用件の内容を相手に分か
りやすく簡潔に伝えることがとても大切だと感じた。
（生徒） 

○生徒が、かしこまった場面を想定するという手法が面白
かった。また、職員を活用することも良い発想で、両方
にとって有意義な時間だった。（先生） 

○体験を通じた振り返りが各々しっかりできていたのが
印象的だった。このような体験を積み重ねることの重要
性を強く感じた。（先生） 

 

【プログラムの実際】 
１ 「時と場に応じた行動」について、アンケート結果を

見る。 
２ めあてと学習課題を確認する。 
３ 場面Ⅰ「友達の家に電話をする」について考える。 
・自分の考えを共有アプリのカードに記入する。 
・グループでロールプレイをする。 
・感想を交流する。 

４ 場面Ⅱ「取引先の会社に電話する」について考える。 
 ・自分の考えを共有アプリのカードに記入する。 
・教職員を交え、グループでロールプレイをする。 
・感想を交流する。 

５ 本時の学習について振り返り、考えを伝え合う。 
６ 全体でまとめをし、今後の人との関わり方について考

える。 

【講座の日程等】 
実施日：令和７年（２０２５年）１２月１６日（火） 
場 所：水俣市立緑東中学校 音楽室 
日 程：５校時（１３：３５～１４：２５） 
対 象：全学年 ２６名 
進行役：水俣市立緑東中学校 教諭 山田 幸穂 

【講座のテーマについて】 

【自分の考えを入力】 

【全体での振り返り】 

【教職員を交えてロールプレイ】 
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       【球磨教育事務所】       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｔ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～相良村立相良中学校での実践～ 

 

「親の学び」次世代編のねらいを聞く様子 

 

 

アイスブレイク（さいころトーク）の様子 

 

事例について役割演技をしている進行役と職員の様子 

 

【講座の説明】 

身近な道具となっているスマートフォン等の利用方法に

ついて、自分のスマートフォン利用状況を確認しながら、

親の立場で考えることを通して、実生活を見つめ直したり、

親子が納得する利用上のルールを考えたりする活動を実施

した。その活動を通して、安心・安全な使い方や規則的な生

活習慣を考える機会とすることをねらいとした。 

 

班で自分の意見を発表する様子 

 

 

【生徒の感想】 
・これまで親の気持ちを考えずに、スマホを使っていまし
た。今回の講座で親の気持ちを知れたので、ルールを守
り、親が心配しないような使い方をしたいと思います。 

・まだスマホを持っていないけど、いつか持つ時には、親
子でルールを決めて、ルールを守って使おうと思います。
また、親子のコミュニケーションも大切だと思いました。 

・この講座を受けて、親の思い等を考えてみて、厳しく言
うのは、私たちを心配して言ってくれていることがわか
りました。ルールを決める時は親と話し合って決めよう
と思います。 

・さいころトークや班活動を通して、より仲を深められ、
相手について知ることができました。スマホ使用のルー
ルについても、再確認できてよかったです。 

 

【プログラムの実際】 
１ 「親の学び」次世代編について 

・「親の学び」次世代編のねらいを知る。 
２ アイスブレイク 

・ものの見方や広い視野を考える頭の体操 
・さいころトーク 

３ 私の主張と親の主張 
・スマートフォン等の利用状況をチェックする。 
・ある親子の会話から考える。 
・自分が親になった視点で考え役割演技をする。 
・親子がお互いに納得する方法を考える。 

４ まとめ 
  ・親子のコミュニケーション 

・家庭でのルールづくり 
・機器とアプリの設定 

【講座の日程等】 
実施日：令和７年（２０２５年）７月１１日（金） 
場 所：相良村総合体育館 
日 程：５校時（１４：１０～１５：００） 
対 象：相良村立相良中学校 第１学年（３４名） 

第２学年（３９名） 
保護者 

進行役：球磨教育事務所 社会教育主事 有村 重幸 

【講座のテーマ】  

親の立場に立って考えることで、自分を見つめ直そう！ 
～スマホやネット、ＳＮＳの利用から考える～ 
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       【天草教育事務所】       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～上天草市立龍ヶ岳中学校１年生での実践～ 

【講座のテーマ】  
①イライラした時の対処法「イライラ解消法」を考えよう。  

②大人になったときのために、「上手なお金の使い方」を考えよう。 

【講座の説明】 

学級の実態に合ったプログラムを選んでいただき、２

つのプログラムを組み合わせ、１時間（５０分）の授業で

実施した。 

①では、イライラすることは誰にでもあることを共感

的にとらえ、自分たちにできそうな解消法について考え

ることをねらいとした。 

②では、社会人になったときの生活を想像し、健全な金

銭感覚を身につけようとする態度を育てることをねらい

とした。 

 ①②を通して、将来のじりつ（自立・自律）に向けての

意識を高められるよう本講座を実施した。 

【生徒の感想から（抜粋）】 

・私は、イライラを上手く解消したり、お金を

上手に使ったりすることは、大人になるため

に必要なことだと思いました。 

・自分のイライラを抑えるために、自分の気持

ちを伝えていこうと思いました。 

・イライラした時には、「友達に相談する」とい

う友達の意見が、いいなと思いました。 

・お金の使い方では、自分の状態を理解して使

い道を考えようと思いました。大人になって

も生かしていきたいです。 

・親になったとき、お金の大切さを教えていき

たいです。 

 

 

 

【プログラムの実際】 

１ 「親の学び」次世代編について 

２ アイスブレイク 

  「ありの目 とりの目 さかなの目」 等 

３ イライラ解消法   ～見つけたよ、ｍｙリラクゼーション～ 

  ・最近、イライラした時のことを付箋に書いて出し合

う。 

  ・出し合った付箋をグルーピングし、それぞれの「イ

ライラ解消法」について話し合う。 

４ 上手なお金の使い方  ～どうする？あなたの意思決定～ 

・場面設定を知り、自分だったらどうするかを考える。 

・グループで自分の考えを伝え合い、話し合う。 

・他のグループの人とも考えを交流する。 

５ まとめ、振り返り 

  今日の学びや、大人、親になったときに生かしたいこ

と等をまとめ、振り返る。 

【講座の日程等】 

実施日：令和７年（２０２５年）７月１６日（水） 

場 所：上天草市立龍ヶ岳中学校 １年教室 

日 程：２校時（９：２５～１０：１５） 

対 象：第１学年 ２２名 

進行役：天草教育事務所 社会教育主事 緒方 大将 
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       【天草教育事務所】       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～上天草市立龍ヶ岳中学校２年生での実践～ 

【講座のテーマ】  

ベストリスナーになろう 

【講座の説明】 

学級の実態に合ったプログラムを選んでいただき、１

時間（５０分）の授業で実施した。 

提示した想定場面でロールプレイを行い、「ベストリス

ナー（良い聞き手）」になるためのポイントについて考え

豊かな人間関係を築こうとする気持ちを高めることをね

らいとした。また、自分たちで考えた聞き方のポイントを

活用できるよう、生徒同士でコミュニケーションを図る

場面を設定した。 

【生徒の感想から（抜粋）】 

・聞き手や話し手に分かれてやってみると、あらためて大切なことに気づくことができました。すごろくトー

クでは、楽しみながらも、相手に共感したり、反応を積極的にしたりできました。これから、場面によって

切りかえていけるよう、普段からやっていこうと思いました。 

・同じことを言うにしても、話し方や態度などで相手への伝わり方が変わるということが分かりました。場面

や状況に合った話し方をして、コミュニケーション力を高めたいです。 

・親の役をしてみて、親の気持ちが少し分かりました。ベストリスナーになるために、自分が言うことは相手

がどう思うかを考えて発言していきたいです。 

 

 

 

【プログラムの実際】 

１ 「親の学び」次世代編について 

２ アイスブレイク 

  「ありの目 とりの目 さかなの目」 等 

３ ロールプレイ 

  ①グループで役割（子供、親、見る人）を交代しなが

ら、３つの場面でロールプレイをする。 

  ②ロールプレイをして感じたことを共有する。 

４ ベストリスナーになるためのポイントをまとめる 

  グループで話し合いながら、思考ツール（くらげチャ

ート）にポイントをまとめる。 

４ すごろくトーク 

 まとめたポイントを活用しながら、グループですごろ

くトークをする。 

５ まとめ、振り返り 

  今日の学びや、大人、親になったときに生かしたいこ

と等をまとめ、振り返る。 

【講座の日程等】 

実施日：令和７年（２０２５年）７月１６日（水） 

場 所：上天草市立龍ヶ岳中学校 ２年教室 

日 程：３校時（１０：２５～１１：１５） 

対 象：第２学年 １６名 

進行役：天草教育事務所 社会教育主事 緒方 大将 
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       【天草教育事務所】       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～上天草市立龍ヶ岳中学校３年生での実践～ 

【講座のテーマ】  
①大人になったときのために、「上手なお金の使い方」を考えよう。 

②子供の立場、親の立場になって、親子の関わりについて考えよう。 

【講座の説明】 

学級の実態に合ったプログラムを選んでいただき、２

つのプログラムを組み合わせ、１時間（５０分）の授業で

実施した。 

①では、社会人になったときの生活を想像し、健全な金

銭感覚を身につけようとする態度を育てることをねらい

とした。 

②では、親の立場に立って子供への思いを考えること

を通して、より良い親子関係をつくろうとする気持ちを

高めることをねらいとした。 

 ①②を通して、将来のじりつ（自立・自律）に向けての

意識を高められるよう本講座を実施した。 

【生徒の感想から（抜粋）】 

・大人になっても、自分がやりたいことと生活

で悩むこともあると思うので、適切に判断し

ていきたいです。 

・お金の使い方など、今のうちにちゃんと理解

して、自分が大人、親になったときに、正し

いことを教えられるようになりたいです。 

・親と子の立場で、考え方が変わると思いまし

た。親は、子供のことを思って言っているこ

とが多いと思うので、将来、私もそんな親に

なりたいと思いました。 

・親の立場になったとき、「ダメなことはダメ」

と言える親になりたいと思いました。 

 

 

【プログラムの実際】 

１ 「親の学び」次世代編について 

２ アイスブレイク 

  「ありの目 とりの目 さかなの目」 等 

３ 上手なお金の使い方  ～どうする？あなたの意思決定～ 

・場面設定を知り、自分だったらどうするかを考える。 

・グループで自分の考えを伝え合い、話し合う。 

・他のグループの人とも考えを交流する。 

４ 理想の親子  ～子供の立場と親の立場～ 

・エピソードをもとに、子供の立場に立って考える。 

   ・親の立場に立って考える。 

  ・考えたことを、グループで共有し、より良い親子関

係について話し合う。 

５ まとめ、振り返り 

  今日の学びや、大人、親になったときに生かしたいこ

と等をまとめ、振り返る。 

【講座の日程等】 

実施日：令和７年（２０２５年）７月１６日（水） 

場 所：上天草市立龍ヶ岳中学校 ３年教室 

日 程：４校時（１１：２５～１２：１５） 

対 象：第３学年 １６名 

進行役：天草教育事務所 社会教育主事 緒方 大将 
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       【山鹿市教育委員会】       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～山鹿市立山鹿中学校での実践～ 

【講座のテーマ】  
これどう思う？あなたのモラルは？ 

「自転車の乗り方・安全について考えよう」 

【講座の説明】 

 講座の前半では、雰囲気よく話し合いが進むように、ア

イスブレイクや「アドジャントーク」を取り入れた。主活動

では、日常の身近にある事例をもとに、「Yes or No？」の

活動を通して自分の行動におけるモラルについて考えると

ともに、社会の一員として「皆が『いいね！』と思う社会」

を作ろうとする心情を高めるプログラムを実施した。 

【生徒の感想】 
・モラルについて考える良い機会になりました。同じ班の
人のまだ知らない所を知ることができました。自分の意
見と周りの意見が違ったりして話していて楽しかったで
す。より良い社会にしていくために自分にできることを
考えて、実際に実践していきたいと思いました。 

 
・モラルへの意識を高くすることで、自分はもちろんだけ
ど周りのみんなも毎日気持ちよく過ごすことができるの
で、"これくらいいいや"とか"自分さえ良ければ"という考
え方をやめて、"自分がこれをすることで周りにはこんな
影響がある"というように常に考えようと思いました。 

 
・日頃の私たちの一つ一つの行いにも、モラルやマナーが
あり、一人一人がモラルを守ることで、良い社会や良い
環境をつくっていくということを改めて知ることができ
ました。心地よい社会を未来に繋げていくためにも日々
の一つ一つの行動に責任を持ち、みんながモラルを守る
ことが大切だと思いました。 

 

【プログラムの実際】 
１ 「親の学び」次世代編について 
 ・本日のねらいの確認 
２ アイスブレイク 
３ アドジャントーク 
４ 「考えに気付く、考えを深める」プログラム 
 〇「これどう思う？あなたのモラルは？」 
 ・「Yes or No？」の活動を通して考える 
  ・「皆が『いいね！』と思う社会」について考える 
 ・考えたことや感想を全体に紹介する 
５ まとめ 

【講座の日程等】 
実施日：令和７年（２０２５年）１１月１２日（水） 
場 所：山鹿市立山鹿中学校 体育館 
日 程：５校時（１３：４０～１４：３０） 
対 象：第３学年 ２３５名 
進行役：県社会教育課 社会教育主事 坂口 祥一郎 

タブレットを使用している様子 

グループで意見交換している様子 

代表者が発表している様子 

アイスブレイクの様子 
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【玉名教育事務所】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「可能性と希望を語ろう～菊水中 未来への提案～」  

次世代編実践事例紹介  ～和水町立菊水中学校での実践～ 

【講座のテーマ】  

「和水町の将来 ～笑顔輝き 魅力あふれる 和水町～」 

 

【プログラムの実際】 
１ 和水町の地域創生に関する意識をもつ。 
２ アイスブレイク①  

餃子じゃんけん 
３ メインプログラム①「これからも守っていきたい和水町のよ

さ」 
・和水町役場職員から和水町の現状や願いの話を聞く。 
・和水町（菊水、三加和）のよいところを出し合う。 
個人で考えた後、グループで検討し学級全体で共有する。 

４ アイスブレイク②  
アドジャントーク（身近なことに関するグループトーク） 

５ メインプログラム②「笑顔輝き魅力あふれる和水町をつくる
のは私たち」 

 ・和水町役場職員から生徒の考えに対する意見を聞く。 
 ・「笑顔輝き魅力あふれる和水町」にするために取り組むこと

について話し合う。 
 ・今の自分たちにできること、大人や地域の方にやってほしい

こと、役場（行政）の方たちにやってほしいことの３つに分
類し発表しながら、学級全体で共有する。 

６ まとめ 
 ・和水町役場職員から感想を聞く。 
  これからは和水町の担い手となっていくことを生徒に知ら

せ、前向きな気持ちを持たせる。 

【講座の日程等】 
期 日：令和８年（２０２６年）１月２３日（金） 
場 所：和水町立菊水中学校 
日 程：３・４校時（１０：５０～１２：４０） 
対 象：第２学年 ４３名 
進行役：玉名教育事務所 社会教育主事 大丸 廣幸 
参観者：和水町教育長、和水町議会議員４名 

まちづくりに参画する生徒たちの 

意見表明の場としての活用 

【生徒の感想】 
・授業を終えて、私たちがこれからは和水町を支え、良くして
いかなければならないんだと改めて実感しました。これから
は大好きな町やこれから暮らす誰かの為に、今の私に何がで
きるかを考え、できることから実践していきたいです。 

・私は和水町が大好きです。この町の良さをもっといろんな人
達に広めることができたらなあと思いました。先日、町に入
るとき、境界看板に「ようきなはった」と書いてあり、「めっ
ちゃいいな」と思いました。このようなことを皆と共有した
り、発表し合ったりしてとてもいい機会になりました。 

・和水町は子ども支援が手厚く、今、自分的に住みやすいなと
思っているけれども、大人になった時はと考えると、少し不
便だと感じます。学びを深める良い授業でした。 

【学校職員の感想】 
 ・今後も「町の後継者を育てる」という認識を幼保等・小・中

学校や地域、行政と共有し、実践を深めていこうと思いまし
た。 18



 

 

 

【玉名教育事務所】  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「和水町の未来のリーダーの育成～未来を担う人づくり～」  

次世代編実践事例紹介  ～和水町立三加和中学校での実践～ 

【講座のテーマ】  

「和水町の将来 ～笑顔輝き 魅力あふれる 和水町～」 

【プログラムの実際】 
１ 和水町の地域創生に関する意識をもつ。 
２ アイスブレイク①  

餃子じゃんけん 
３ メインプログラム①「これからも守っていきたい和水町のよ

さ」 
・和水町役場職員から和水町の現状や願いの話を聞く。 
・和水町のよいところを出し合う。 
個人で考えた後、グループで検討し学級全体で共有する。 

４ アイスブレイク②  
アドジャントーク（身近なことに関するグループトーク） 

５ メインプログラム②「笑顔輝き魅力あふれる和水町をつくる
のは私たち」 

 ・和水町役場職員から生徒の考えに対する意見を聞く。 
 ・「笑顔輝き魅力あふれる和水町」にするために取り組むこと

について話し合う。 
 ・今の自分たちにできること、大人や地域の方にやってほしい

こと、役場（行政）の方たちにやってほしいことの３つに分
類し発表しながら、学級全体で共有する。 

 ・和水町の素晴らしさを次世代に伝えるため「戦国肥後国衆祭
り」に自分たちが参画する方法について考える。 

６ まとめ 
 ・和水町役場職員から感想を聞く。 
 ・曲「正解」を聞く。まとめの話を聞く。 

【講座の日程等】 
期 日：令和８年（２０２６年）３月１８日（水） 
場 所：和水町立三加和中学校 
日 程：３・４校時（１０：４０～１２：３０） 
対 象：第１学年 ２４名 
進行役：玉名教育事務所  社会教育主事 大丸 廣幸 
    和水町社会教育課 社会教育係  大庭 柚奈 
参観者：県教委、玉名教育事務所指導課長 

各事務所社会教育主事、 
和水町教育長、町社会教育教育課 

【生徒の感想】 
・アイスブレイクが楽しく、和やかな雰囲気で授業をはじめる
ことができました。和水町の良さや課題を考えることができ
ました。祭りに参加するだけでなく、どのように参画できる
か考えてみたいです。 

【学校職員の感想】 
 ・今回の学習で生徒らと共に、町の現状と未来のことを考える

ことができた。本校では起業体験を行っているので、次年度
の計画や活動に活かしていきたい。 

和水町の良さや課題を考え、伝
え合う。 

自分たちにできることは何がで
きるか考え、伝え合う。 

町の祭りに参加するだけでなく、

参画できる人になってほしい。 

期待しています。 
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